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木星型惑星の内部構造と磁場の起源

Internal structure of Jovian planets and origin of their magnetic field
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本講演では上記の問題について，特に惑星構成物質のミクロな物性に重点をおいたレビューを行う．
木星型惑星の内部構造は，太陽系の起源と進化を考える上で残された鍵となる重要な問題である．だが惑星

の内部構成物質の種類が隕石などからほぼ予想でき，実験的手法によって内部の温度圧力状態を再現可能であり，
さらに地震学的手法によって検証が可能な地球型惑星と比較すると，木星型惑星の問題の自由度ははるかに大き
く，今なお良くわかっていない点が多い．よって本講演の内容は，問題点の整理，現在理解されていること，そ
して将来への展望が柱となる
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・木星型惑星についての観測事実
バルク性質／表面／内部構造／ダイナミクス

・各惑星構成物質の候補とその相対比率
水素／ヘリウム／水／メタン／アンモニア

・惑星構成物質の高温超高圧力下での物性
電気的性質に重点をおいて，実験と理論研究を比較する．

金属相転移／プラズマ相転移／強相関プラズマの特性
固体のsuperionic state／電気伝導度

・内部構造モデル
・内部対流の駆動力について

併せて現在著者が開発中の，超高圧力陽子核磁気共鳴分光計についても簡単な紹介を行う．


